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１．研究計画の概要  目的の(2) ①「外れ試験室の検出法」は目

的(1) ①の研究成果を利用し、解決の見通し
が付いた。目的の(2) ②「推定される精度の
推定性能の評価と試験室数」は、同様に目的
(1) ②の研究成果を利用し、解決の見通しが
付いている。 

本研究課題では 
(1) 水準によって分散が異なる場合の多試

験室多水準共同実験の研究 
 ①外れ試験室の検出法の研究 
 ②推定される併行精度と再現精度の推定

性能の評価と必要な試験室数の研究  目的の(3) に関しては、推定量の近似分布
を導出することで区間推定が可能となり、ほ
ぼ結論が得られている。 

(2) 水準によって分散が異なる場合の枝分
れ型多試験室多水準共同実験の研究 

 目的の(4) に関しては、適用に適したロバ
スト推定の方法は目処が立っており、その性
能の評価を進めている。 

 ①外れ試験室の検出法の研究 
②推定される併行精度、中間精度、再現精
度の推定性能の評価と試験室数の研究 

 これらの研究成果を、毎年の ISO/TC 69/SC 
6 総会（2007 年 6 月コペンハーゲン、2008 年
10 月北京、2009 年 6 月クアラルンプール）
の機会に発表し、海外の研究者と有益な意見
交換を行った。また、2007 年 9 月北京で開催
された国際ワークショップ（ISQC-IX)での発
表と討論、2008 年 10 月バンコックと 2009 年
9 月東京で開催された Asian Network for 
Quality での発表と討論、2009 年 9 月スエー
デンで開催された European Network for 
Business and Industrial Statistics での発
表と討論は有意義であった。 

(3) スタッガード型枝分れ計画による併行
精度、中間精度、再現精度の推定性能評価 

(4) 併行精度、中間精度、再現精度のロバス 
ト推定法の研究 

を目的として研究を進める計画である。 
 
２．研究の進捗状況 
 目的の(1) ①「外れ試験室の検出法」に関
してはその方法論については既に提案して
いたが、これを実際に適用できるようにする
ためには検定の精密な棄却限界値の導出が
必要であった。用いる統計量が複雑なためモ
ンテカルロ法によって検定の精密な棄却限
界値を導いた。目的の(1) ②「推定性能の評
価と必要な試験室数」に関しては、既にある
程度は再現精度推定量の分布の近似分布に
ついて検討を行っており、既に結果の一部を
得ていた。この問題は、一つの因子に関して
不等分散の場合の二元配置データの解析で
あり、まず一般化線形模型によるアプローチ
で解決を試みた。さらに、外れ値検定の結果
生じる繰り返しが不揃いになった場合の解
析法の検討も行った。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 「研究の進捗状況」に詳述したように、そ
れぞれの目的によって達成度に多少のばら
つきはあるものの、すべて概ね順調に進展し
ていると評価できる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 目的のそれぞれの項目ごとに、研究を仕上
げ、成果をまとめていく。既に投稿中の論文



に加え、各テーマごとの成果を更に論文とし
て投稿していく予定である。 
 研究の途上で明らかになった問題につい
ては、新たな研究課題として新規に取り組ん
でいくことを予定している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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